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会長挨拶!

!
!

日本体操学会第 "" 回大会! ３年ぶりの対面開催によせて! −ご挨拶−!

!

令和 # 年 $$ 月 $" 日、$%日に日本体育大学を会場として日本体操学会第 ""!

回大会が %年ぶりに対面で開催されることとなりました。日本体育大学での開

催は第１回大会、第１０回大会に続き３回目になります。!

大会のテーマは「令和時代に求められる体操とは」です。第１日目は国立代々

木競技場第二体育館で日本体育大学体操部の演技発表会を見学し、第二日目は

日本体育大学世田谷キャンパスで、長年全国ラジオ体操連盟の理事長を務めら

れた青山敏彦先生の基調講演と各種研究発表、シンポジウムが行われます。伝統

を重んじて変わらない体操の良さがあるとともに、新しい事に挑戦する体操の

楽しさがあります。参加者の皆様が一緒に動いて学び、学んで動くことによっ

て、本大会が体操を楽しむ場となることを願っております。!

!

新型コロナ禍の影響はまだまだ続き、収束の方向に向かっているようですが、

実際の所はまだまだ不透明な状況です。そのような中で、学会大会を久しぶりに

対面で実施することになりました。学会大会をオンラインで開催するメリット

も数多く有ることが分かってきましたが、実際に集って動いたりディスカッシ

ョンしたりすると、改めて対面の良さを実感し、やはり対面には叶わないと思う

場面が多々あります。本大会では参加者お一人お一人が感染予防対策にしっか

りと取り組み、久々に対面で開催される学会大会を大いに満喫いたしましょう。!

!

! 最後になりましたが、大会組織委員会、実行委員会をはじめ企画・運営に携わ

ってこられたスタッフの皆様におかれましては、学会開催に向けて知恵を絞り、

多大な時間と労力を費やして下さいました。この場をお借りして厚く御礼申し

上げます。!
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2022年11月12日（土）
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発表 10分間、質疑応答 3分間　　　
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最寄り駅までのアクセス

最寄り駅からキャンパスまでのアクセス

東急田園都市線「桜新町」駅より、徒歩15分またはバス5分
①「黒07目黒駅前」行、②「都立01都立大学駅北口」行いずれも「日本体育大学前」にて下車
東急大井町線「等々力」駅より、徒歩25分またはバス10分
③「等12、用06成城学園前駅」行、「日本体育大学前」にて下車

! ⾞での来校はご遠慮ください。



会場図
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1） 口頭発表は研究発表のみとなっています。 

2） 発表時間は 10分，質疑応答は 5分とさせていただきます。 

3） 9分で 1ベル、10分で 2ベル、15分で 3ベルとします。スムーズな進行にご協力ください。 

4） パソコンをご利用の場合はご自身のパソコンをお使いいただきますようご協力をお願いします。 
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1) ポスターの掲示は 11月 13日（日）の 9:30（受付後）より可能です。 

2) 教育棟 2階の 2202教室へ 13時に集合して下さい。 

3) パネルのサイズは、縦 180cm ×��横 �s�r�r�…�•��です。 

4) テープなどの貼る道具に関しては大会事務局が準備します。 
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シンポジウム 

令和 4年 11 月 13 日（日）14：30 ～ 16：30 
日本体育大学世田谷キャンパス スポーツ棟!体操場 
司会進行：小柳 将吾 

 

【各大学授業の現状と今後の課題】 
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(1) 「保育者養成の現場から考える一般体操」 

− 遊びづくり→動きづくり→体づくりの授業実践 − 
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(2) 「小学校体育」の授業で実践している体つくり運動の内容!

÷'T/N,E67øáâ(ùŠfIúQ:+:93^./345671(ûüý

ŠfIAD#JK@t@%(f=>?@A/34567(BC"IAD%ti`5úQ

:‹Œ(/Âþÿ2 !" õ7 # ^üY $% fI`5@AD*W‡» &' "IAÌ5ú

'TWX^ÌŠ*/34567áâ:UV^E¨©()*? () @AD #JKQ:

`ðú * í„(jÜ?@AWX^si` + ^ú&','_ag?8 , ó•^/345

67:;<8OP,Y*Â8¡^3ŠA - @D? . D%(f;<8 / ðAD#JK

w 0 Eú“ 1 8ÊDA./ 23 @:671tf.[ 4 %7Y834 *671 5 :OP 6

8€…†@#JK 7 @D1 :678 8 @A9: ?´H5 ; qg?, < "_?67: = @

"8 > é@ú.Ÿ^»g:;<%f,YQq ? 1?GiA»f %I @A D,JK !

!

BC ! D ºm E H ! `tgo !

Ú›R• œZ5Ç F &' GHI SÙ' J ^ÝÞ@újN'Å^ÌDAjÜ—˜^™HiAD*K÷'TÎc+

' KÃ # 'Tm• L /No:jN M Ü NO ‡ PQ 8 R UJ'„8¥ S ^ú./345671ú. T {•1ú./NÙ

jN U 1%p:;<8õ%iAD*Kçè^ÌDAEúä V 8¥ S ?@` WXYZ ^´@A/34567áâ:

[\ tf ]^_ ó ` @`B¯çè8õ%iAD*K !

!

!

(3) 「身体に纏わる文化と科学の総合大学」が目指す授業について 
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小柳 将吾（こやなぎ しょうご） 
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(4) 教養教育としての大学体育授業における体操 

―スマホの日常性と多機能性を活用して― 
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堀口 文（ほりぐち あや） 
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企画委員会 特別企画 

 令和 4年 11 月 13 日（日）14：30 ～ 16：30 
 日本体育大学世田谷キャンパス 教育棟 2202 教室 
 進行：鈴木大輔（NHK テレビ・ラジオ体操） 
 

「人生１００年時代 ニッポンには“今”この体操が必要だ！」 

 

 人生 100 年時代と言われ、社会全体の健康意識が高まる中、超少子高齢化の我

が国において“健康”をキーワードにした様々な商品やサービスが提供されていま

す。また、SNS の普及により、多くの運動専門家から様々な運動プログラムや健康

情報の発信も活発に行われています。一方で、情報を受け取るユーザの立場から考

えれば、溢れる情報の中で何を選択すれば良いかに頭を悩ませている現状も見受

けられます。 

 

 そこで、今回は多くの体操専門家が集う日本体操学会において、今の時代に求め

られる体操について検討していきたいと考えています。 

具体的には参加者同士でワークショップを行いながらオリジナル体操を創作し、

学会大会で創作した体操を「NHK テレビ体操 令和５年２・３月分火曜日午後のテ

レビ体操」内で放送します。 

 

体操に関する様々な知見や情熱を有する先生方と議論しながら、“今”必要な体

操を社会に提案していく企画です。是非ご参加下さい。 
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＜オリジナル体操＞           ＜夜のテレビ体操＞ 
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キッズ分科会
12:00~14:30

学校体育分科会
12:00~14:30

中・⾼齢者分科会
12:00~14:30

開会式 9:50

基調講演
10:00~11:30

⼝頭発表
12:30~12:50

ポスター発表
（研究発表）
（実践報告）
12:30~14:00

休憩 14:00~14:30

企画委員会
プログラム

14:30~16:30

シンポジウム
14:30~16:30

閉会式 16:40~17:00

(.<
)<-

受付
9:00~12:00

本部
9:00~18:00

昼休み 11:30~12:30

休憩 14:00~14:30
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○ 井上 咲子（新潟大学大学院）! 檜皮 貴子（新潟大学） 
 
学会コード! "##" !
キーワード：ロコモティブシンドローム、大学生、靴下体操、片脚立ち
�è>,%Ê'2% $× !

$##%年に日本は超高齢社会を迎え、現在の高齢化率は全
人口の $&'(％にのぼる（内閣府、$#$"）。超高齢社会を迎
えたことで加齢によって「運動器」の疾患患者が増え、高
齢者における移動機能の低下が問題の一つとなっている。
日本整形外科学会は、運動器の障害のために移動機能の低
下をきたした状態を「ロコモティブシンドローム（以下、
ロコモ）」と提唱した。!
昨今、ロコモについては高齢者に限らず他の世代におい
ても問題となっている。運動器機能に問題が見られた児童
は約 ) 割にのぼることが報告されている（林ら、$#"%）。
加えて、大学生においては、約 "～$割の大学生がロコモ
と判定され（山本ら、$#"%；遠藤ら、$#"&）、約 *割～) 割
の大学生がロコモのリスクがある状態という報告もなさ
れている（渡辺・柳、$#"%）。この背景として運動機会の減
少が挙げられ、成人の週 " 日以上の運動実施率は+,')- と
なっており、年代別実施率では、特に $#代では低い傾向
が示されている（スポーツ庁、$#$"）。!
日本整形外科学会はロコモ予防として「開眼片脚立ち」
と「スクワット」の二つのトレーニングを推奨し、これら
の要素を取り入れたトレーニングを「ロコトレ」と名付け
た。また、子どもロコモの予防・改善には、①姿勢の良さ、
②肩関節と股関節のやわらかさ、③手足と指のやわらかさ
の *点が基本になるとされている。これらの要素を取り入
れた上で息が弾み汗をかく程度の運動を *# 分以上、週 $
回行うことがロコモ予防の目安とされている。しかしなが
ら、片脚立ちやスクワットのような運動は単調な反復形式
のエクササイズといえ、運動継続を考えると改善の余地が
ある。そのため、筆者はロコモのチェック項目にある「片
脚立ちで靴下が履けるか」という項目に着目し、靴下を履
く動きを取り入れたバランス力、下半身の筋力、柔軟性を
高めるための体操を試案した。その際、運動そのものが楽
しく実施できるように配慮し、体操を構成した。!
そこで、本研究は大学生を対象に靴下を用いたロコモテ
ィブシンドロームの予防体操を試案し、その実施前後にお
ける柔軟性及び筋力、平衡能の変化と実施者の心理状態を
明らかにすることで、試案したロコモ予防体操の効果につ
いて基礎的知見を得ることを目的とした。!

!
�é>,%Ê'2�‰�2 !
○対象者：. 大学に在籍する大学生及び大学院生 "( 名!
○体操実施期間：$#$$年 "#月 "* 日から "" 月$日の *週
間、" 日 " 回以上を目標に毎日体操を実施させた。対象者
には /00123フォームで体操実施の有無及
び実施回数の回答を求めた。!
○体操プログラム：ハイソックスを用い
て片脚立ちを基本としたバランス運
動や下肢筋力向上を目的とした運動、
ストレッチによる柔軟性向上
を目的とした運動など", 種
類の運動からロコモ予防体
操を構成した。音楽は「453!
6070890:;0<=>?2;3!
9;<01@3」を使用した。!

○体操指導日：体操実施期間中、$#$$年 "# 月 "* 日、$#
日、$$日、$%日、$(日の計+回、直接体操を指導した。
初回は *#分間程度、それ以降の指導は "#分間程度の指導
であった。!
○測定日：$#$$年 ( 月$$日、"#月 "* 日、"" 月 *日の計
* 回は測定内容①を実施し、体操実施期間中には測定内容
②を計 ) 回行った。!

○測定内容!
①柔軟性、筋力、平衡能（バランス力）の向上及びロコモ
の進行度に関する測定!
"） 姿勢チェック：立位、座位!
$） 子どもロコモの基本動作チェック：しゃがみ込み、肩
挙上、体前屈!

*） 手足の機能チェック：手（グー・パー動作）、足（グー・
チョキ・パー、足の浮指）!

)） ロコモ度テスト：立ち上がりテスト、$ステップテスト!
+） 体力・運動能力テスト測定：長座体前屈、立ち幅跳び、握力!
,） 重心動揺計を用いたバランス測定：開眼・閉眼両脚立
ち各 ,# 秒、開眼片脚立ち左右各 "#秒!

②体操による気分の変化に関する測定及び達成度の確認!
"） 二次元気分尺度：体操実施前後における気分の変化に
ついて、坂入ら（$##*）が開発した二次元気分尺度を
使用して測定した。!

$） 体操チェックシート：", 種類の動作がどれくらいでき
たかを対象者自身に記入させた。!

!
�ê>,)��Ý �l�g*ƒ�9 !
! 結果及び考察は当日会場にて発表する。 
 
�ë>,�,#Ý�l�g�g*ƒ�e"© !
1） 内閣府．令和 4 年度版高齢白書（全体版）．入手先＜

https://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-
2022/zenbun/04pdf_index.html＞，参照2022-7-19． 

2） 林 承弘! 他. 子どもロコモと運動器検診について. 日本整形外科学
会誌．91；338-344, 2017. 

3） 山本 陽平! 他．若年者におけるロコモ度テストの該当率とその要因

についての検討アンケート調査及び運動機能検査の分析．第52回日
本理学療法学術大会抄録集．2017． 

4） 遠藤 慎也! 他．女子学生におけるロコモ度判定と体力テスト結果と

の関連について．湘北紀要．39；135-142, 2018． 
5） 渡辺 律子・柳 宏．青年期以前の運動機能不全の現状と子どもロコモ

体操．文教大学教育学部紀要．51；133-142, 2017． 
6） スポーツ庁．別紙「令和3年度スポーツの実施状況等に関する世論調

査 」 結 果 の 概 要 ． 入 手 先 ＜

https://www.mext.go.jp/sports/b_menu/houdou/jsa_00098.html＞，
参照2022-7-19． 

7） 中村 耕三．ロコモティブシンドローム（運動器症候群）．日本老年医
学会雑誌．49(4)；393-401, 2012． 
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4週間前 

10/13 
①の測定2回目 
実施期間開始日 

10/20, 22, 27, 29 
②の測定 
計4回 

11/3 
①の測定3回目 
実施期間終了翌日 
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ＪＳＡボールエクササイズ実施による気分の変化について 

― 大学事務職員を対象とした「昼休みひとときストレッチ」の事例から－ 

○ 亀田まゆ子（東京藝術大学） 
 
学会コード! 1001（体操実施効果の検証） 
キーワード：JSAボールエクササイズ、二次元気分尺度、事務職員
Ⅰ．研究目的 
! 長時間のデスクワークにより心身の健康に弊害をもた

らすことがある。身体的負担の少ない姿勢で座れていたり、

一定時間で休憩を取れればだが、昼休みを挟んで前後3時
間半ずつの勤務中、ほとんど座ったままでいる人も多いの

ではないだろうか。大学事務職員の大半もVDT作業がメ
インのデスクワークで、大学内の保健管理センターには、

事務職員からの相談も少なくない。そのセンターの医師い

わく、多くは座位時間が長いことや姿勢不良が原因と思わ

れる不調がほとんどなのだという。職員の体調は、業務効

率にも影響すると考えられるため、T大学において事務職
員を対象とした「昼休みひとときストレッチ」（以下、「昼

ストレッチ」）を2019年よりスタートさせた。そこで行な
う運動は、昼休みの限られた時間に着替えをせずに気軽に

参加できるように。また、効率的に姿勢への気づきと改善

を得られるGボールを使用した運動プログラムとした。特
に本研究では、梅雨を挟んだ暑い時期での実施であること

から、仰臥位を主とした小さいGボール(ソフトギムニク)
を使いJSAボールエクササイズ（以下、JSA-exc.）に着目
し、身体のこわばりをほぐし、関節をなめらかに動かすこ

とをねらったJSA-exc. 1〉が、昼休みに行なうエクササイズ
として有効であるかを明らかにすることを目的とした。 
Ⅱ．研究方法 
1．被験者! T大学事務職員、女性6名(20～50歳代) 
2．期! 間! 2022年5月～7月 

「昼ストレッチ」参加日(以下、ST日) と「昼ス
トレッチ」を行わない日(以下、nST 日)のそれ
ぞれ二日。 

3．運動内容! 小さいＧボール 2 ヶを使用した JSA-exc.。
仰臥位に座位、立位を加えた 10種類前後の
エクササイズメニューを約15分間実施。 

4．調査方法!  
①ST日の昼休み開始時(午前業務終了時。調査A)と「昼ス
トレッチ」参加後の昼休み終了時(午後業務開始直前。調
査B)の2回、二次元気分尺度(TDMS-ST)調査を記入 
②nST日の昼休み開始時(午前業務終了時。調査C)と、終
了時(午後業務開始直前。調査D)の2回、二次元気分尺
度(TDMS-ST)調査を記入 

③nST 日の食事以外での過し方を選択式および自由記述
で回答 
Ⅲ．結果 
・調査Bで一人を除き「活動に適した」気分になった 
・調査 B で「活動に適した」エリアに入らなかった人も
TDMS-STの得点は「活性度」「安定度」共に調査Aより
上昇した 
・調査Dで「活動に適した」気分になったのは二人であり、
その過し方は散歩とカフェに出掛けるであった 
・調査AとCにおいて平常心を越えるような不快で好ま
しくない気分であったのは、調査Cでの一人だけであった 
Ⅳ．考察 
昼ストレッチへの参加日数・頻度や継続期間に関わらず

JSA-exc.の実施により快適で良好な心理状態へ導くこと
ができた。そのうち一人を除き、TDMS-ST調査の結果を
示す二次元グラフにおいて、調査Bの得点が「活動に適し
た」気分にあることを示すエリアに入っていることから、

午後の勤務へ向けての昼休みに行なうエクササイズとし

て適したものであると考えられる。また、nST日でも散歩
やカフェに出向くといった過し方で気分が良好に変化す

る事例があったことから、歩く、居場所を変えるといった

行為が気分の変化に関わっている可能性がある。 
Ⅴ．結論 
! 「昼ストレッチ」への参加は、人により週に1回もない
ことの方が多いのたが、15分程度の短時間でもJSAボー
ルエクササイズの実施により「活動に適した気分」へと導

けることが分かった。一方、調査A、Cで平常心を大きく
外れるような人がいなかったことから、比較的安定した、

余裕のある状態で業務を行えている人が「昼ストレッチ」

に参加できているとも考えられる。任意での参加だと本当

に必要としている人に届かないことが常であることから、

「昼ストレッチ」の存在をいかに知ってもらい、参加を決

断するまでのきっかけをつくれるかが今後の課題と言え

よう。 
Ⅵ．引用及び参考文献 
1〉中尾和子，JSAボールエクササイズ指導マニュアル，

NPO法人日本Ｇボール協，2012 
2〉坂入洋右他，TDMS手引き，アイエムエフ(株)，2009 
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学会コード 609（体操_体操指導_その他） 

キーワード：コーチング、指導理念、個別性 

Ⅰ．研究背景・目的 

一般体操とは、個人の目的に合わせて自由に運動課題を

選択して行うことができる運動である。その内容は、徒手

体操、手具体操、集団体操等と多岐にわたる。一般体操の

特性として、実施の簡易性・運動の可変性・実施者の個別

性・運動選択の自由性・動きの創造性・実施の計画性の6

つがあげられている（一般体操委員会，2021）。 

 一般体操の指導者は、以上の6つの特性を踏まえて指導

を行う必要があるが、一般体操と同領域である学校体育の

体つくり運動の指導現場からは、「どういう運動が『体つ

くり運動』なのかわからない」といった指導の困難さを示

唆する報告がある（深谷ら，2016）。また、筆者自身もこ

れまでの指導において、対象者の特性を考慮し、どのよう

なねらいを設定するべきかといった困難さを感じた経緯

を有する。しかし、一般体操における指導の困難さについ

てまとめられた資料は見受けられない。そのため、一般体

操の指導における困難さを整理しながら指導の課題を明

確にすることが一般体操における指導の質の向上につな

がると考えられる。 

そこで本研究では、半構造化インタビューを用いて、一

般体操の指導上の観点を抽出するとともに、指導上の困難

さに関わる要因を明らかにすることを目的とした。 

Ⅱ．研究方法 

 研究対象者は、各年代の指導経験を有する一般体操の指

導経験者7 名とし、半構造化インタビュー調査を30 分か

ら1時間を目安に実施した。質問事項は、次の3つとした。

① 一般体操の指導で大切にしていること、② 指導当初

（0~3年）に一般体操の指導中に困難を感じたこと、③ 現

在、一般体操の指導中に困難さを感じること。以上の半構

造化インタビューで得た発話を文! にし、その" ータを#

て$%&' ー分けし、集計を行った。なお、本() では*

+ の都合上そのう, の1名（- 性、60 . 代、指導/ 45年）

を0 り上げた。 

1 ．23 45 考6  

 インタビューの内容を$%&' ーに分けて集計した2

3 、指導上の観点として抽出された大$%&' ーは、「動く

ことそのものの78 」「9:; 性」「Sports for All 」「<= 」

「困難さ」に分けられた（> 1）。 

> 1 半構造化インタビューの$%&' ー内容 

 
次に、一般体操の指導上の「困難さ」についての? りは、

40 @であった。そのう, 、中$%&' ーにおいて「指導理

念の明確化」がA も多く 12 @であった。また、具体的な

BC には、「理念の設定も、来るDE 者# 体のFG とのHね

合いをどう調整するかっていうことがA も難しい」「そも

そも理念がないとIJ はできない」などがあった。このこ

とから、一般体操の指導者は、対象者にK したL 動のねら

いに関する理念についてMを選択するかにN慮している

のではとO6 される。次に多かった中$%&' ーは「対象

者の実P 理Q」で 9 @であった。これは、「RS 者にとっ

て体を動かすことのTU はMかということを考えながら」

といった各対象者でV まれる動くことのTW に関する?

りがX であった。そのため、一般体操の特性に実施者の個

別性があるように、指導者は対象によって指導内容Y 方法

をK 切に見Z め、かつ設定する必要がある。つまり、指導

における[ 要な観点の\ とつは、対象者の] めるものY ^

_ すべき体` についてa 確に理Qすることであると考え

られる。 

b ．2c  

一般体操における指導に関わる観点は、「動くことその

ものの78 」Y 「9:; 性」など多岐にd った。さらに、

指導上の困難さには、「指導理念の明確化」、「対象者の実P

理Q」などがe げられた。これらの困難さに対f するため

に、自g の理念を見出すことができる%h ーチング・i ー

jkl'm ・チn ーj （op ・qp ，2018）などをL 用し

て、自身の指導理念をrs した上で、対象者の実P を考慮

して理念を選択する必要があるとt える。uv の課題とし

ては、よりwx に分y することと、困難さをQz する手{

てを明らかにするために、他の指導者における$%&' ー

同| の関} 性を考6 することがe げられる。 

!"#$%&'()* +"#$%&'()*
,-./0121134'56* 789'6:*
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研究発表! ポスター発表!

僧帽筋の筋硬度に対するラジオ体操の効果!

野上展子（神戸医療未来大学）!

学会コード："##" （体操実施効果の検証）!

キーワード：ラジオ体操! 筋硬度! 気分尺度!

Ⅰ．研究目的!

! 厚生労働省まとめの国民生活基礎調査

（$#"%）の有訴者率（人口千対）は，女性

では肩こりが " 位，腰痛が $位となり，男

性では腰痛が " 位，肩凝りが $位である．

これらの疾患の原因は，ストレス等の心因

性要因や，日常的な姿勢不良，また，運動

不足による血行不良などが挙げられる．古

後ら（$#"$）は，頸部や肩に疾患のない $#

歳代健常者 &$名を対象に，最長筋，僧帽筋，

大菱形筋の筋硬度を比較し，僧帽筋の筋硬

度が高かったことを，神田ら（$#"%）は，

体操教室に参加している高齢女性 '( 名を

対象に，有訴と無訴者群に分け，頸胸椎ア

ライメントと頸部屈曲筋持久力を比較し，

有訴者群は頸部屈筋持久力が低かったこと

を報告している．本研究では，頸部や肩に

疾患のない健常な成人男性を対象に，ラジ

オ体操前後で頸部周辺の筋の変化と質問紙

を利用した心理的側面について観察し，ラ

ジオ体操の効果を検討する．!

Ⅱ．研究方法!

頸部や肩に疾患のない健常な成人男性

"# 名（年齢&&)*±&)&歳，身長 "+$ )#±()# ,- ，

体重 +()$±"#)%./ ）を対象に，アンケート

を利用し，年齢，身長，体重を調査した．

安静坐位のまま僧帽筋の筋硬度を測定した．

その後，立位でラジオ体操第一を行い，直

後に安静座位を取り，僧帽筋の筋硬度を測

定した．また，測定前後に，二次元気分尺

度を用い心理的側面についても比較検討を

行った．取得したデータの統計学的分析は

対応のある 0検定を行い，有意水準は &1と

した．!

Ⅲ．結果!

! 僧帽筋の筋硬度はラジオ体操前と比較し，

ラジオ対側後に増加する傾向（23#)$(）を

示したものの有意な差ではなかった．気分

尺度は，高覚醒快が有意に高値（2＜#)#&）

を示した．! !

!
Ⅳ．考察!

!本研究ではラジオ体操後に僧帽筋の筋硬

度が高まる傾向を示したものの有意では無

く，二次元気分尺度において高覚醒快に有

意差を認めた．このことは，ラジオ体操が

気分に与える影響を示しており，交感神経

優位となることで血液量が増し，筋硬度が

高まった可能性が考えられる．!

Ⅴ．引用及び参考文献!
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体つくり運動領域における体操の可能性 

― T大学授業「体つくり運動理論及び実習」での実践から － 

○ 大塚 隆（東海大学） 
 
学会コード 1007（運動方法学的検証） 
キーワード：実生活に生かす運動の計画、目的に応じた体操の構成、クラウド学習環境システム(Open LMS) 
Ⅰ．研究目的 

 教育機関ではオンライン授業の環境整備が進められて

いる。T大学においてはクラウド学習環境システム（Open 
LMS）が導入され、100MBまでのファイルの送受信が可

能となった。2022 年7 月、新型コロナ感染症拡大第7 波

に見舞われたことから、「体つくり運動理論及び実習」の最

終授業はオンラインへの切り替えを余儀なくされ、授業課

題は動画提出に変更された。 
その課題は、中学校学習指導要領に基づいて「実生活に

生かす運動の計画」!" が意図されたものの、オンラインで

の解説では受講学生の充分な理解は期待できなかったこ

とから、以下の表現によって課題が提示された。 
!"#$%&'(()*+),,-./)0123456  

78 1& 9 :;<=;>?-.@A0)B1CDEFG H  

' IJK=LM* 4N 6 A0DOP /' 1 A0Q 8 RST 4 UVD

WX4Y Z[\=]̂ _G /' %̀$abcdef-.D0123

YZ Open LMS gh 56?G /' ij 1 -.DWX4?G@kj

fOPl]Qkjmn̂ G0ompGq4 C  

78 2&9-.)rsH  

' -.)tuav /' wA0)xy4IJK /' :;<f;>?l

z /' -.DEF{*|} / D56?G  

本研究では、学生から提出された動画及び体操の解説か

ら、体つくり運動領域における体操の可能性を探ることを

目的とした。 
Ⅱ．研究方法 

 対象とした授業は、2022 年度春学期T 大学体育学部開

講「体つくり運動理論及び実習」（2コマ）であった。課題

が提出された 95 名を対象とし、動画、体操タイトル、実

生活で生かす場面、体操をつくった感想を調査・分析した。 
本授業14回の授業テーマ・内容は以下の通りであった。 

' ~ 1 •&!"€u•d̀ /' ~ 2 •&-‚ƒY)A0 @n̂ hC /

' ~ 3 •&-‚ƒY)A0„@n̂ hZ…†oC /' ~ 4 •&- )

‡J>̂D‰+G*+)A0 /' ~ 5 •&Š‹Œ0oD‰+G*+

)A0@•Žd̀C /' ~ 6 • &Š‹Œ0oD‰+G*+)A0@•

$vD•{‘ C/' ~ 7 •&’“K 0o ”• Š‹Œ0oD‰+G*

+)A0 /' ~ 8 •&’“K–Š‹Œ0oD‰+G*+)A0 /' ~

9 •&Ž$a /' ~ 10 •&—˜™-.@š›–Žœ•-.~ižC /

' ~ 11 •&Œ 4̂• @ŸŒ 4̂•)•—$ ¡dC /' ~ 12 •&

Œ 4̂• @¢Œ 4̂•)•—£$ ¡dC /' ~ 13 •&Œ 4̂•

@¢Œ 4̂• D¤K*A0 )¥‹]̂ _C /' ~ 14 •&:;<=;

>?-.@A0)B1C =EK‘ @•dŽud!"C /  

Ⅲ．結果 

 提出された動画及び体操タイトルは、中学校学習指導要

領解説!" で示されている「健康に生活するための体力の向

上を図る運動の計画」（以下、健康体力）及び「運動を行う

ための体力の向上を図る運動の計画」（以下、運動体力）の

二つに分類された。その結果は以下の通りであった。 
¦ 1§ 01 ”• -.tuav = gG ©̈  

分類 件数(%) タイトル例 

健康体力 31件(32.6%) 運動不足解消のためのストレッチ体操 

運動体力 64件(67.4%) サッカーのための準備体操 

 実生活で生かす場面として、健康体力は自宅 31 件

（100%）、運動体力はクラブ活動の練習前 45 件(70.3%)、
自宅が19件(29.7%)であった。 
 体操をつくった感想として「ねらいや効果を考えること

が難しかった」「どんな動きがいいかを考えて体操をつく

るのは面白かった」「怪我防止や競技パフォーマンス向上

につながるものを今回の授業を踏まえて考えていきたい」

「体操をつくるにはもっと多くの人の意見を聞きくのが

! いと考えた」などがあ" られた。 
Ⅳ．考察 

 本研究での授業実# では、「運動の計画を$ てる」ではな

く、あえて「体操をつくる」という表現を%いた。学生は

1 &' の' に、ねらいに応じた体操をつくり、自らが動い

ている() を*+ し、動画提出を行うことができた。, 成

- 年 7 月. 示の中学校学習指導要領#" において、「体操」

は「体力の向上を/0 のねらいとしてつくられた運動」と

され、「目的に応じた体操の構成及び活%」が示されている。

「体操」は「体つくり運動」に名1 変更されたが、「運動の

計画」は「目的に応じた体操の構成」と23 に4 えること

ができ、その5 体的内容は「体操」という表現を%いるこ

とで,6 性が78 されたのではないかと考9 された。 
Ⅴ．参考文献 

1）: 部; 学< (2017)中学校学習指導要領（, 成29年= 示）

解説 8 健体育> ? 東@AB  
2）: 部< (1989)中学校指導A  8 健体育> ? 大C本図A  
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